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若
宮
八
幡
宮
（
常
陸
太
田
市
宮
本
町
）
は
、
新
元
号
が

「
令
和
」
に
変
わ
り
初
め
て
の
元
日
を
迎
え
、
よ
く
晴
れ
た

穏
や
か
な
陽
気
と
な
り
多
く
の
初
詣
客
が
訪
れ
た
。

　
参
拝
客
は
、
境
内
に
長
い
行
列
を
作
り
家
族
や
友
人
と
並

ん
で
手
を
合
わ
せ
る
な
ど
し
、
一
年
の
幸
せ
を
祈
っ
た
。

　
参
拝
客
は
、
参
拝
を
終
え
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
お
守
り

を
買
っ
た
り
し
て
境
内
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
境
内
に
は
稀
少
な
文
化
財
が
現
存
し
て
お
り
、
神
楽
殿
に

あ
る
十
八
枚
の
歌
仙
絵
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
頃
に
奉
納
さ

れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
す
ぐ
先
に
あ
る
樹
齢
5
0
0
年

の
大
ケ
ヤ
キ
は
、
茨
城
県
指
定
文
化
財
で
す
。

�

（
写
真
提
供
：
太
田
地
区
会
）

「
令
和
」
初
の
新
年
を
迎
え
、

大
勢
の
参
拝
客
で
賑
う
境
内
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陸
太
田
市
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若
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八
幡
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（第70号） （2）法　人　お　お　た

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
法
人
会
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
元
号
が
令
和
と
新
し
く
な

り
、
多
く
の
国
民
の
祝
福
の
中
で
新

天
皇
が
即
位
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

O
N
E 

T
E
A
M
の
名
の
下
、
大

変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
台
風
等
の
自
然
災
害
が
相
次

ぎ
、
本
県
で
も
甚
大
な
被
害
を
被
り

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
状
況
は
、

昨
年
実
施
さ
れ
た
消
費
増
税
に
よ

る
個
人
消
費
の
落
ち
込
み
等
に
よ

り
、
景
況
感
の
悪
化
が
見
ら
れ
る
も

の
の
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、
全
体
的

に
は
堅
調
な
動
き
が
続
い
て
い
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
米
中
貿
易

摩
擦
、
日
中
韓
情
勢
、
英
国
の
E
U

離
脱
問
題
な
ど
、
国
際
状
況
は
予
断

を
許
さ
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
ま

す
。一

方
、
地
方
の
中
小
企
業
は
、
相

変
わ
ら
ず
好
景
気
感
は
実
感
で
き

ず
、
慢
性
的
な
人
出
不
足
と
、
大
企

業
と
の
生
産
性
の
格
差
、
事
業
承
継

問
題
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
太
田
法

人
会
は
、
税
務
協
力
団
体
と
し
て

様
々
な
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
税
の
啓
発
事
業
と
し
て

は
、
税
務
署
と
共
催
で
決
算
期
別

説
明
会
を
三
ヵ
月
ご
と
に
三
会
場
に

お
い
て
開
催
し
、
講
演
会
・
各
種
研

修
会
等
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
将
来
を
担
う
学
童
に
対
す
る
租

税
教
育
活
動
と
し
て
青
年
部
会
に
よ

る
小
中
学
校
の
租
税
教
室
や
女
性

部
会
に
よ
る
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

更
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢

献
事
業
と
し
て
は
、
五
地
区
に
お
い

て
献
血
運
動
等
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
今
年
度
も
令
和
二
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
書
を
国
会
議

員
や
管
内
市
町
村
長
に
提
出
し
、
経

済
の
再
生
と
財
政
健
全
化
を
目
指
し

た
歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革
、
適

正
な
負
担
と
給
付
の
重
点
化
・
効
率

化
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
、
中
小
企
業
の
活
力
向
上

の
た
め
の
税
制
措
置
拡
充
、
本
格
的

な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
、
な
ど
を

提
言
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
私
共
法
人
会
役
職
員
は
、
引

き
続
き
本
会
の
基
本
指
針
に
則
り
、

よ
り
一
層
の
活
動
の
充
実
を
図
り
、

納
税
者
の
意
識
高
揚
の
向
上
と
よ
り

よ
き
経
営
者
と
し
て
健
全
な
発
展
を

目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

結
び
に
、昔
か
ら「
子
」の
年
は「
繁

盛
の
年
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
企
業
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

西
野
会
長
を
は
じ
め
役
員
及
び
会

員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
税
務

行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

太
田
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
健
全
な
納
税
者
の
団
体
」「
よ

き
経
営
者
を
め
ざ
す
も
の
の
団
体
」

と
し
て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と

納
税
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
の
広
報

活
動
や
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
租

税
教
室
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
く

な
ど
、
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
東
日
本
の
広
範
囲
に
渡

り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風

第
一
九
号
に
よ
り
当
署
管
内
で
も
多
く

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

当
署
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
被
災
し
た
方
々
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
、
申
告
・
納
付
期
限
の
延
長
、
納

税
の
猶
予
、
税
額
の
軽
減
な
ど
の
制

度
周
知
を
行
い
、
各
々
の
納
税
者
の

置
か
れ
た
状
況
や
心
情
に
十
分
配
意

し
て
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
ま
も
な
く
令
和
元
年
分
の

所
得
税
等
の
確
定
申
告
時
期
を
迎
え

ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
、
納
税
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
配
意
す
る
と
と
も

に
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
や
ス

マ
ホ
申
告
な
ど
の
自
宅
等
か
ら
の
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
推
進
し
、
適
切
な
申
告

相
談
体
制
の
構
築
・
運
営
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
ス
マ
ホ
申
告
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
ス
マ
ホ
専
用
画
面
」
の
利

用
対
象
者
が
、
二
か
所
以
上
の
給
与

所
得
や
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
、
全

て
の
所
得
控
除
へ
対
応
す
る
な
ど
大

幅
に
拡
大
さ
れ
、
そ
の
利
便
性
が
更

に
向
上
し
ま
し
た
の
で
、
給
与
、
年

金
所
得
者
を
中
心
に
、
ス
マ
ホ
申
告

を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
周
知

一
般
社
団
法
人

　太
田
法
人
会

会

　長

　西
野

　一

太
田
税
務
署

署

　長

　吉
田

　和
人

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
利
用
勧
奨
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
月
か
ら
消
費
税
率

の
十
％
へ
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率



（3） （第70号）法　人　お　お　た

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
す
が
す
が
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。西

野
会
長
を
は
じ
め
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
租
税
教
育
や

税
の
啓
発
活
動
に
日
頃
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と

に
、
深
い
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
令
和
初
の
国
体
「
い
き

い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」
で
四
十
五
年

ぶ
り
に
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
す

る
明
る
い
話
題
が
あ
る
一
方
、
相
次

い
で
発
生
し
た
大
型
台
風
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
者
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
展
な
ど
に

よ
り
、
社
会
情
勢
が
激
変
す
る
中

で
、
茨
城
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
未
来

に
希
望
は
な
い
と
の
危
機
意
識
を
持

ち
、「
ス
ピ
ー
ド
感
」
と
「
選
択
と

集
中
」
を
信
条
に
、
政
策
課
題
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。

戦
略
的
な
企
業
誘
致
や
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、

取
り
組
み
の
結
果
が
出
て
き
て
お
り

ま
す
。
国
内
外
か
ら
の
誘
客
促
進
に

つ
い
て
も
、
新
た
な
国
際
線
の
定
期

便
開
設
な
ど
、
夢
・
希
望
に
繋
が
る

成
果
も
あ
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
茨
城
を
支
え
る
人

財
を
育
成
す
る
た
め
、
中
高
一
貫
教

育
校
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
儲
か
る
農
業
の
実
現
に
向
け
、

農
産
物
等
の
茨
城
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
、
輸
出
拡
大
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
打
ち
出
し
て

き
た
政
策
を
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
推
し
進
め
、「
活
力
が
あ
り

県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ
く
り
」

に
取
り
組
む
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
着
実
に
実
現
す

る
た
め
の
財
源
と
な
る
県
税
収
入
を

確
保
す
る
た
め
、
本
年
も
引
き
続
き

適
正
・
公
平
な
課
税
を
行
う
こ
と
は

も
と
よ
り
、
厳
正
・
的
確
な
徴
収
に

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
県
税
の
賦
課
徴
収

に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
太
田
法
人
会

様
、
あ
わ
せ
て
会
員
の
皆
様
の
実
り

多
き
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
の
皆

様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
税
理
士
会
太

田
支
部
へ
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
を
は

じ
め
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
し

た
。
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
年
こ
そ

は
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で
あ
る
よ

う
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
十
二
月
に
令
和
二
年
度
税

制
改
正
大
綱
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
気
に
な
っ
た
の
は
消
費
税
関
連

の
二
項
目
。
消
費
税
の
申
告
期
限
延

長
特
例
の
創
設
と
、
ア
パ
ー
ト
建
設

費
の
仕
入
税
額
控
除
の
適
用
除
外
で

す
。
二
〇
二
一
年
三
月
末
以
降
は
、

法
人
税
の
申
告
期
限
の
一
か
月
延
長

の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
も
消
費

税
の
申
告
を
同
時
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
建
設

費
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
還
付
の
た

め
の
あ
の
手
こ
の
手
が
編
み
出
さ
れ

て
は
阻
止
す
る
た
め
の
法
律
が
追
い

か
け
る
と
い
っ
た
構
図
で
し
た
が
、

こ
れ
で
最
終
決
着
を
迎
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。

な
お
、
消
費
税
に
つ
い
て
は

二
〇
二
三
年
十
月
か
ら
の
段
階
的
イ

ン
ボ
イ
ス
方
式
の
導
入
に
向
け
た
対

応
も
控
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
税
務
署
で
の
実
験

段
階
で
す
が
、
申
告
書
等
の
窓
口
提

出
が
紙
で
の
受
付
で
は
な
く
、
窓
口

に
配
備
さ
れ
る
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
自
分

で
ス
キ
ャ
ン
す
る
方
法
に
な
り
、
収

受
印
は
廃
止
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
昭

和
世
代
に
は
少
々
寂
し
く
感
じ
ら
れ

ま
す
。

関
東
信
越
税
理
士
会
太
田
支
部
で

は
、
税
理
士
全
員
が
、
消
費
税
対
応

や
事
業
承
継
な
ど
様
々
な
事
例
に

つ
い
て
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
子
年
は
繁

栄
の
年
、
新
し
い
年
が
太
田
法
人
会

の
会
員
の
皆
様
、
ご
家
族
様
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

茨
城
県
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

所

　長

　磯
野

　隼
人

関
東
信
越
税
理
士
会
太
田
支
部

支
部
長

　綿
引

　淳
子

と
利
用
勧
奨
等
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
月
か
ら
消
費
税
率

の
十
％
へ
の
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率

制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
事

業
者
の
皆
様
自
ら
が
改
正
内
容
や

消
費
税
の
仕
組
み
を
十
分
に
理
解
し

て
適
正
な
申
告
・
納
付
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
、
き
め
細
か
な
説
明

会
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

太
田
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
太
田
法

人
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
役
員

及
び
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
と
皆
様
方

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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納
税
表
彰
式

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
元
年
度
納
税
表
彰
式
が
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
十
一
月
十
三
日
（
水
）

常
陸
太
田
市
の
茨
城
県
常
陸
太
田
合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
太
田
税
務
署
、
税

務
連
絡
協
議
会
七
団
体
で
挙
行
さ
れ
、
当
法
人
会
の
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆ 
太
田
税
務
署
長
表
彰

鈴
木
　
邦
道 

（
勝
田
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
勝
田
地
区
会
理
事

手
塚
　
忠
延 
（
勝
田
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
常
任
理
事

◆ 

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
長
表
彰

中
澤
　
範
義 

（
太
田
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
太
田
地
区
会
理
事

横
須
賀
忠
行 

（
勝
田
地
区
会
） 
（
一
社
）
太
田
法
人
会
勝
田
地
区
会
理
事

照
沼
　
幸
子 

（
東
海
地
区
会
） 
（
一
社
）
太
田
法
人
会
理
事

橋
本
　
重
郎 

（
東
海
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
常
任
理
事

増
渕
　
義
昭 

（
大
子
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
大
子
地
区
会
理
事

吉
成
　
俊
光 

（
大
子
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
大
子
地
区
会
監
事

◆ 

一
般
社
団
法
人
太
田
法
人
会
長
感
謝
状

海
野
　
泰
司 

（
勝
田
地
区
会
） 

（
一
社
）
太
田
法
人
会
理
事

井
上
　
哲
郎 

（
那
珂
湊
地
区
会
） （
一
社
）
太
田
法
人
会
常
任
理
事

黒
澤
　
弘
昌 

（
那
珂
湊
地
区
会
） （
一
社
）
太
田
法
人
会
理
事

太田税務署長表彰受賞者（一社）太田法人会長表彰受賞者

那珂湊地区：みなと産業祭（R1.10.20）
お客さんを呼び込む役員さんたち

勝田地区：ひたちなか市産業交流フェア（R1.11.2）
青申会マスコット“きちょうくん”です。

太
田
税
務
署

　税
務
連
絡
協
議
会
活
動

◆
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
税
の
普
及
活
動

　
税
務
連
絡
協
議
会
（
伊
村
智
安
会
長
）
主
催
に
よ
り
、
管
内
市
町
村

各
地
で
開
催
さ
れ
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
へ
各
団
体
の
役
員
及
び
税
務

署
職
員
が
出
向
い
て
、
税
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、｢

税
を
考
え
る
週
間
」
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
、
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
、
消
費
税
期
限
内
完
納
推
進
な
ど

の
パ
ン
フ
お
よ
び
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、

１
億
円
の
重
さ
を
体
験
す
る
レ
プ
リ
カ
や
、
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
の
展
示
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
「
道
の
駅
」
で
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示

「
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
」
（
展
示
期
間
十
一
月
／
六
日
～
十
三
日
）

と
「
道
の
駅
常
陸
大
宮
」
（
展
示
期
間
十
一
月
／
八
日
～
十
八
日
）
で

第
９
回
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
作
品
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

を
特
設
会
場
に
て
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
展
示
期
間
中
は
多
く
の
人
出

で
賑
わ
い
、
作
品
の
出
来
栄
え
の
高
さ
に
感
銘
し
て
い
ま
し
た
。
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迎
賓
館
赤
坂
離
宮
な
ど
視
察
研
修

青
年
部
会
（
鈴
木
康
之
部
会
長
）
で
は
、
昨
年
十
一
月

二
十
二
日
、
バ
ス
一
台
で
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
を
七
名
の
参

加
に
て
視
察
し
ま
し
た
。
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
は
、
明
治

四
十
二
年
東
宮
御
所
と
し
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年

に
現
在
の
迎
賓
館
と
し
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
何
度
か
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
二
十
一
年
に

は
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
建
築
を
代
表
す
る
建

物
に
一
同
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
銀
座
で
昼
食
を

と
り
、
最
後
に
葛
飾
柴
又
の

寅
さ
ん
記
念
館
、
柴
又
帝
釈

天
を
見
学
い
た
し
、
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
雨
で
し
た

が
、
初
め
て
見
学
す
る
者
も

多
く
、
見
学
者
の
多
さ
に
改

め
て
東
京
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
底
力
を
感
じ
ま
し
た
。

租
税
教
室
を
実
施

租
税
教
室
は
、
太
田
税
務
署
の
支
援
を
受
け
て
、
管
内

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
青
年
部
会
が
中
心
と
な
り
、

租
税
の
意
義
、
役
割
、
機
能
、
仕
組
み
等
、
租
税
に
つ
い

て
国
民
が
正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
令
和
元
年
九
月
二
十
四
日
の
市
毛
小
を
皮

切
り
に
、
本
年
一
月
末
ま
で
、
美
和
・
大
宮
北
・
瓜
連
世

矢
・
久
米
の
各
小
学
校

及
び
大
子
南
・
峰
山
の

各
中
学
校
で
順
次
実
施

い
た
し
ま
す
。

授
業
で
は
、
青
年
部

会
の
白
土
理
事
が
講
師

と
な
り
、
ス
ラ
イ
ド
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
一
億
円
の
レ

プ
リ
カ
等
を
教
材
に
し

て
熱
心
に
講
義
し
ま
し

た
。
受
講
し
た
生
徒
た

ち
は
、
税
金
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

女
性
部
会
（
増
子
文
子
部
会
長
）
で
は
、
十
月
十
八
日

（
金
）
に
参
加
者
三
十
七
名
で
視
察
研
修
会
を
実
施
致
し

ま
し
た
。

今
回
は
旧
古
川
庭
園
の
「
秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。
バ
ラ
の
種
類
は
百
種
類
二
百

株
も
あ
り
、
小
雨
交
じ
り
の
天
候
で
あ
り
ま
し
た
が
、
歴

史
あ
る
重
厚
な
洋
館
と
華
や
か
な
バ
ラ
の
美
し
さ
を
堪
能

い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
伝
説

の
ス
ー
パ
ー
歌
舞

伎
「
新
版
オ
グ
リ
」

の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

な
舞
台
を
観
劇
い

た
し
、
今
回
も
満

喫
し
た
一
日
と
な

り
部
会
員
の
交
流

も
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

旧古川庭園で咲き誇る美しいバラの風景

青
年
部
会
活
動

女
性
部
会
活
動

太田地区：常陸秋そばフェスティバル（R1.11.9）
イータ君も頑張ってます！

第9回絵はがきコンクール受賞作品の展示風景
多くの方々がご覧になりました。

大宮地区：ふるさとまつりおおみや（R1.11.3）
1億円重いかな？

東海地区：Ｉ～ＭＯまつり（R1.11.23）
雨の中でも多くの人で賑わいました。

大子南中３年生対象に実施した租税教室

国宝の迎賓館赤坂離宮と噴水
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　応募者数 2,314人の中から10作品が受賞されま
した。
　学校賞は、常陸太田市立世矢小学校・那珂市立
菅谷小学校が受賞されました。

第 9回
税に関する絵はがき
コンクール開催

主催：一般社団法人　太田法人会 女性部会

税務連絡協議会長賞 租税教育推進協議会長賞

常陸太田市立世矢小学校
５年１組　笠原　幹太さん

常陸大宮市立山方南小学校
６年１組　石井　麗乙女さん

常陸太田市立世矢小学校
５年１組　福地　圭吾さん

那珂市立芳野小学校
５年２組　長山　颯真さん

法人会長賞

女性部会長賞 税務署長賞

常陸大宮市立山方南小学校
６年１組　金子　陽奈乃さん

ひたちなか市立長堀小学校
６年２組　福澤　柚乃さん

常陸太田市立郡戸小学校
６年１組　後藤　羽菜さん

ひたちなか市立佐野小学校
６年２組　高見　娃香さん

ひたちなか市立三反田小学校
６年１組　山室　琉奈さん

ひたちなか市立長堀小学校
５年１組　池井　春樹さん
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災害を受けた場合の

税務手続等について

　台風第19号により被害を受けられた皆様方に、心からお見舞いを申し上
げます。
　災害により被害を受けた場合には、申請により申告・納付等の期限を延
長することが可能です。

１　概要

　災害により申告・納付等をその期限までにできないときは、所轄税務署
長に申請し、その承認を受けることにより、その理由のやんだ日から２か
月以内の範囲でその期限が延長されます。
　この手続は、当初の期限が経過した後でも行うことができます。また、

申告等と同時に申請いただくことが可能ですので、状況が落ち着きました

ら税務署へご相談ください。

２　申請方法

　期限の延長の申請は、来署して申請していただく以外にも、郵送又は
e-Taxにより申請していただくことができます。

詳細については次頁を御確認ください。

太田税務署　代表電話　0294-72-2171
自動音声でご案内しますので、「１」を押してください。 
電話相談センターでお受けします。
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　災害により被害を受けた場合には、以下のような申告・納税等に係る手続等がありますの
で、状況が落ち着きましたら税務署へご相談ください。

１　申告などの期限の延長について
　災害により申告・納税等をその期限までにできないとき（交通途絶等）は、所轄税務署長に
申請し、その承認を受けることにより、その理由のやんだ日から２か月以内の範囲でその期限
が延長されます。
　例えば、毎月10日が納付期限の源泉所得税及び復興特別所得税の納付について、災害により
被害を受けたために期限までの納付ができない場合には、期限の延長（災害による申告、納付
等の期限延長申請）を受ける手続があります。この手続は、期限が経過した後でも行うことが
できますので、被災の状況が落ち着いてから、税務署にご相談ください。

２　納税の猶予について
　災害により、財産に相当な損失を受けた場合は、所轄税務署長に申請し、その承認を受ける
ことにより、納税の猶予を受けることができます。

３　所得税の全部又は一部の軽減について
　災害によって、住宅や家財などに損害を受けたときは、確定申告で、①所得税法に定める雑
損控除の方法、②災害減免法に定める税金の軽減免除による方法のどちらか有利な方法を選ぶ
ことによって、所得税の全部又は一部を軽減することができます。
　また、給与、公的年金、報酬などから徴収される（又は徴収された）源泉所得税の徴収猶予
や還付を受けることができます。

４　消費税簡易課税制度の適用（不適用）に関する特例について
　災害により被害を受けた事業者が、当該被害を受けたことにより、災害等の生じた日の属す
る課税期間等について、簡易課税制度の適用を受けることが必要となった場合（、又は適用を
受けることの必要がなくなった場合）には、所轄税務署長に申請しその承認を受けることによ
り、災害等の生じた日の属する課税期間から簡易課税制度の適用を受けること（、又は適用を
やめること）ができます。
（注）�　災害によって事務処理能力が低下したため、一般課税から簡易課税への変更が必要に

なった場合や、棚卸資産その他業務用の資産に相当な損害を受け、緊急な設備投資を行
うため、簡易課税から一般課税への変更が必要になった場合などに適用されます。

災害を受けた場合の税務手続等
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大
子
地
区
会
で
は
、
12
月
６
日

に
松
浦
幹
夫
会
長
と
田
中
　
弘

副
会
長
に
て
大
子
町
役
場
を
訪
れ

高
梨
哲
彦
町
長
へ
令
和
２
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
書
を
手
渡

し
、
様
々
な
税
に
関
す
る
意
見
の

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

（
大
子
地
区
会
：
担
当
　
清
水
）

　
先
般
、
法
人
会
会
員
視
察
研
修

会
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
工
場
見
学
と
東
京

ベ
イ
・
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
」
を
行
い
ま
し
た
。
久
々
の
県

外
視
察
研
修
会
と
あ
っ
て
定
員
を

上
回
る
参
加
者
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

工
場
で
は
普
段
見
る
こ
と
の
な
い

ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
エ
ン
ジ

ン
の
大
き
さ
に
驚
く
様
子
や
サ
ン

セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
は
、
東

京
湾
の
夜
景
を
見
な
が
ら
会
員
交

流
を
行
う
な
ど
有
意
義
な
ひ
と
時

を
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
る
良
い

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
東
海
地
区
会
：
担
当
　
佐
藤
）

社
会
貢
献
活
動

　献
血

　
昨
年
同
様
、
み
な
と
産
業
祭
に

合
わ
せ
て
会
場
内
で
実
施
。
献
血

活
動
は
法
人
会
の
定
着
化
し
た
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
、
ま
た
、
産

業
祭
の
催
し
の
ひ
と
つ
と
し
て
も

認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
区
会
役
員
・
理
事

が
３
班
に
分
か
れ
、
来
場
者
に

献
血
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
本
年
の
産
業
祭
は
、
ツ
ア
ー
の

観
光
バ
ス
や
海
浜
公
園
か
ら
の

来
場
等
も
あ
り
例
年
同
様
の
賑
わ

い
が
み
ら
れ
、
役
員
・
理
事
の
積

極
的
な
声
掛
け
に
応
じ
、
当
会
理

事
を
は
じ
め
来
場
者
・
出
店
者

四
十
四
名
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 

（
那
珂
湊
地
区
会
：
担
当
　
後
藤
）

　
那
珂
地
区
会
（
会
長
　
髙
野

潔
）
で
は
令
和
元
年
11
月
７
日
に

会
員
14
名
参
加
の
も
と
「
事
業
承

継
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
致
し
ま
し

た
。

　
企
業
継
続
の
為
に
は
避
け
て
通

れ
な
い
事
業
承
継
に
つ
い
て
動
画

を
交
え
分
か
り
や
す
く
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
よ

り
会
員
の
資
質
向
上
及
び
自
己
研

鑽
に
繋
が
り
ま
し
た
。

 

（
那
珂
地
区
会
：
担
当
　
綿
引
）

大
子
地
区
会

東
海
地
区
会

那
珂
湊
地
区
会

那
珂
地
区
会

地
区
会
だ
よ
り

高
梨
町
長
に
提
言
書
を
手
渡
す
松
浦

地
区
会
長
と
田
中
副
会
長

Ｊ
Ａ
Ｌ
工
場
で
の
記
念
写
真
：
参
加

者
は
定
員
を
上
回
っ
た

多
数
の
参
加
者
の
も
と
行
わ
れ
た
献

血
活
動

熱
心
に
研
修
す
る
参
加
者
十
四
名
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税
制
委
員
会

　
税
制
委
員
会
で
は
、
毎
年
税
制

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
意
見
を
集
約
し
て
全
国

法
人
会
総
連
合
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
に
つ
き
ま
し

て
も
、
令
和
二
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
提
言
書
を
、
梶
山
弘
志
衆

議
院
議
員
及
び
管
内
市
町
村
長

等
に
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
先
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
提
言
書
の
提
出
先
）

・
梶
山
弘
志
衆
議
院
議
員

・
常
陸
太
田
市
長

・
常
陸
太
田
市
議
会
議
長

・
ひ
た
ち
な
か
市
長

・
那
珂
市
長

・
常
陸
大
宮
市
長

・
東
海
村
長

・
大
子
町
長

新規加入会員をご紹介いたします。（加入期間　令和元年 8月１日～ 12月 31日） ＊印は賛助会員

－新会員ご紹介－

企 業 名 代 表 者 名 業　種 所　在　地 電 話 番 号

勝田地区会

M A C H I Y A （同） 武藤　周多 飲食業 勝田中央3－11
三河ビル１F 029－229－2442

㈱ ア ー テ ィ ス 永井　雄一 土木工事業 西大島1－12－21 029－212－3901

那珂地区会

㈲ 陶 栄 嶋根　昭弘 建設業 菅谷1545－3 029－352－9101

〈常陸太田市〉R1.11.29
（左から）大久保市長

西野会長

〈常陸太田市〉R1.11.29
（左から）成井市議会議長

西野会長

〈那珂市〉R1.11.26
（左から）鶴田那珂地区会副会長
高野那珂地区会会長・先﨑市長

〈ひたちなか市〉R1.12.9
（左から）秋元税務事務署長

佐川勝田地区会会長
小室那珂湊地区会会長

〈梶山事務所〉R1.12.25
〈左から〉君嶋秘書・西野会長

〈大子町〉R1.12.6
（左から）高梨町長
松浦大子地区会会長
田中大子地区会副会長

〈常陸大宮市〉R1.11.28
（左から）河西商工観光課長

田山事務局員

〈東海村〉R1.11.26
（左から）小林産業政策課長
岡本東海村商工会事務局長
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　「
鶏
口
と
な
る
も
牛
後
と
な

る
な
か
れ
」
を
常
に
心
に
持
ち

つ
つ
も
、
牛
の
尾
に
必
死
に
し

が
み
つ
き
仕
事
を
覚
え
て
い
た

若
き
頃
を
思
い
出
す
。
上
司
の

指
示
は
真
面
目
に
聞
い
て
き
た

と
自
分
で
は
思
っ
て
い
た
の
だ

が
、
当
時
の
大
先
輩
と
食
事
を

す
る
と
「
お
前
は
天
邪
鬼
だ
っ

た
よ
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
う

か
も
し
れ
な
い
。

　
と
に
か
く
鶏
口
で
い
い
か
ら

先
頭
を
走
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
、
上
司
の
指
示
に
従
い
な

が
ら
も
、
俺
だ
っ
た
ら
こ
う
や

る
の
に
と
の
気
持
ち
を
捨
て
な

か
っ
た
か
ら
。
要
は
素
直
に
動

か
な
か
っ
た
し
、
時
に
は
口
に

出
し
て
反
発
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
れ
を
受
け
止
め
て
く
れ

た
度
量
の
深
い
先
輩
た
ち
に
、

今
さ
ら
な
が
ら
感
謝
し
か
な
い
。

  
人
生
の
目
標
と
夢
、
働
く
者
に
見
る
今
昔

　
と
こ
ろ
が
、
新
聞
社
の
後
輩

た
ち
に
聞
く
と
、
入
社
間
も
な

い
新
人
記
者
に
仕
事
を
指
示
し

て
も
、
理
由
が
分
か
ら
な
い
こ

と
や
非
効
率
な
内
容
だ
と
、
返

事
は
「
嫌
で
す
」
と
言
わ
れ
面

食
ら
う
と
嘆
い
て
い
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
光
景
だ
と
思
う
。

「
ノ
ー
と
言
え
な
い
日
本
人
」
と

い
う
本
が
あ
っ
た
が
、
今
は
ノ
ー

と
は
っ
き
り
言
え
る
若
者
が
増

え
て
い
る
。
特
殊
な
世
界
だ
か

ら
か
も
し
れ
な
い
が
。

　
昔
は
喜
び
勇
ん
で
出
か
け
た

海
外
出
張
も
今
は
行
き
た
が
ら

な
い
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
遊
び
で

行
く
海
外
は
別
ら
し
い
。
男
女

の
交
際
も
、
ま
ず
同
棲
し
て
み
て

か
ら
次
の
展
開
に
進
む
ケ
ー
ス
は

一
般
的
と
い
う
。
友
人
と
会
う
と

子
供
た
ち
の
結
婚
の
話
題
に
な

る
が
、
そ
こ
で
仕
入
れ
た
話
だ
。

◆ 

画
一
的
だ
っ
た
〝
夢
〞
は
多

様
化
へ

　
時
代
の
変
化
を
つ
く
づ
く

感
じ
る
出
来
事
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夢
と
い
え

ば
、
マ
イ
ホ
ー
ム
が
１
番
で
次

に
マ
イ
カ
ー
だ
っ
た
。
自
分
も

そ
う
だ
っ
た
。
ロ
ー
ン
の
返
済

期
間
の
長
さ
に
う
ん
ざ
り
し
な

が
ら
、
何
と
か
な
る
と
言
い
聞

か
せ
て
き
た
も
の
だ
。
こ
れ
を

夢
と
い
っ
て
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
が
、
そ
の
た
め
に
働
く
の

だ
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

は
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
も
今
や
様
変
わ
り
。
車

を
欲
し
が
ら
な
い
若
者
が
増
え

自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
戦
略
を
変

え
て
い
る
。
家
を
買
う
よ
り
も
、

自
由
度
が
高
く
通
勤
に
便
利
な

都
市
部
の
賃
貸
で
暮
ら
し
た
ほ

う
が
い
い
と
い
う
人
が
増
え
て

い
る
と
も
聞
く
。
経
済
の
発
展

が
生
活
向
上
を
も
た
ら
し
、
利

便
性
あ
る
暮
ら
し
を
志
向
す
る

流
れ
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
所
有
よ
り
も

シ
ェ
ア
す
る
流
れ
に
な
る
。
も

ち
ろ
ん
現
代
の
若
者
気
質
を
否

定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
ダ
ラ
ダ
ラ
と
昔
と
今
を
比
べ

て
み
て
も
仕
方
な
い
。
す
べ
て

時
代
の
流
れ
な
の
だ
と
割
り
切

る
こ
と
で
解
決
す
る
。
知
り
た

い
の
は
、
ド
ラ
イ
に
な
っ
た
若

者
た
ち
が
、
ど
ん
な
夢
を
抱
い

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
起

業
を
目
指
す
若
者
た
ち
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
、
具
体
的
な
事

業
計
画
を
聞
く
と
、
な
る
ほ
ど

と
唸
ら
さ
れ
る
。
た
だ
、
多
く

が
ネ
ッ
ト
関
連
で
、
詳
細
な
話

に
な
る
と
知
識
不
足
で
つ
い
て

い
け
な
く
な
る
。

　
そ
れ
で
も
事
業
を
語
る
若
者

の
顔
は
輝
い
て
い
た
。
時
代
は

変
わ
ろ
う
と
、
夢
の
姿
は
異
な
っ

て
も
目
標
を
持
っ
て
行
動
す
る

人
に
は
魅
力
が
備
わ
る
の
だ
ろ

う
。
夢
が
な
け
れ
ば
目
標
は
定

ま
ら
な
い
し
、
目
標
が
な
け
れ

ば
計
画
し
行
動
す
る
こ
と
も
な

い
。
そ
こ
に
は
何
も
生
ま
れ
な

い
。
年
齢
に
関
係
な
く
夢
を
持

ち
続
け
た
い
と
思
う
。

【
筆
者
紹
介
】 

　
海か

い
べ部

　
隆り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎

　
法
政
大
学
卒
。

　 

日
本
工
業
新
聞
社
、
Ｉ
Ｔ

企
業
を
経
て
独
立
。

　 

中
小
企
業
を
中
心
に
企
業

が
抱
え
る
幅
広
い
課
題
を

取
材
・
執
筆
活
動
を
展
開

す
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
海
部
　
隆
太
郎
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氏　　　名 登録番号 郵便番号 事 務 所 所 在 地 電　　話
阿 部 博 明
飯 塚 廣 子
石 川 耕 作
岩 下 　 亮
大 作 幸 恵
金 沢 匡 洋
川 﨑 　 崇
小 澤 一 夫
小 林 　 等
澤 幡 治 子
舘 　 仁 之
飛 田 一 美
和 田 伸 一

131847 
50601 
86905 
52762 
100131 
116319 
136980 
68824 
88783 
94984 
97860 
130501 
109417

313-0125 
313-0063 
313-0049 
313-0013 
313-0014 
313-0037 
313-0016 
313-0006 
313-0049 
313-0016 
313-0041 
313-0112 
313-0016

常陸太田市大里町3536番地の1
常陸太田市内堀町2968番地8
常陸太田市天神林町870-291
常陸太田市山下町3872番地1
常陸太田市木崎二町866 税理士法人 神田計理Second CFO所属
常陸太田市内田町2702
常陸太田市金井町2886番3　町田ビルS-2 和田伸一税理士事務所所属
常陸太田市宮本町415-1
常陸太田市天神林町2273
常陸太田市金井町3715 金井ビル105号室
常陸太田市稲木町938
常陸太田市岩手町546
常陸太田市金井町2886番3　町田ビルS-2

0294-76-0474
0294-73-0386 
0294-73-1045 
0294-72-6655 
0294-72-0510 
0294-74-1690 
0294-87-7788 
0294-72-5115 
0294-80-2200 
0294-59-3045 
0294-72-3811 
0294-76-3166 
0294-87-7788

大 内 　 勉
大曽根　好　一
大曽根　瑞　穂
河 西 秀 男
菊 池 清 明
小 森 秀 夫

67531 
77415 
133271 
92996 
39911 
112013 

319-2252 
319-2215 
319-2145 
319-2255 
319-2145 
319-2223

常陸大宮市東富町634-4
常陸大宮市北町49
常陸大宮市宇留野426
常陸大宮市野中町3061-18
常陸大宮市宇留野388-5
常陸大宮市三美2293-14

0295-53-6183
0295-52-2030 
0295-58-7860 
0295-53-5853 
0295-53-4378 
0295-53-6466

浅 川 賢 治
岩 間 　 茂
内 山 俊 雄
大　内　喜八郎
大 川 雅 弘
大 関 由 明
大 森 龍 夫
上 金 正 行
鴨志田　一　人
木 下 和 子
木 村 光 典
来 栖 正 史
酒 井 満 男
佐 藤 嘉 明
鈴 木 　 朗
鈴 木 恒 夫
飛 田 京 子
西 野 光 則
根 本 幸 司
根 本 　 寛
野 別 英 明
萩 谷 　 朗
前 嶋 仁 一
安 　 智 範
楊 箸 邦 晴
米 川 和 久
綿 引 昭 光
綿 引 爽 五

129934
85048
106055
64646
78582
142138
119033
40623
119005
51246
92997
46780
138771
90800
78587
48956
55841
80926
108777
83227
120919
86904
98508
86903
119713
124843
139941
87528

312-0033
312-0054
312-0062
312-0018
312-0018
312-0024
312-0011
312-0016
312-0033
312-0018
312-0062
312-0056
312-0002
312-0033
312-0003
312-0033
312-0056
311-1243
311-1204
312-0018
312-0045
312-0052
312-0041
312-0018
312-0018
312-0063
312-0061
312-0041

ひたちなか市市毛1253-3　KMビル3F 鈴木恒夫税理士事務所所属
ひたちなか市はしかべ2-1-10　ロイヤルオフィスビル2F-A・B
ひたちなか市高場3-20-27
ひたちなか市笹野町2-1-16
ひたちなか市笹野町1-3-20　小野瀬・木下税理士法人ひたちなか支店所属
ひたちなか市大字勝倉2673番地8 第一パークハイツE棟205号
ひたちなか市中根3600-473
ひたちなか市松戸町3-3-20
ひたちなか市市毛451-1
ひたちなか市笹野町1-3-20　小野瀬・木下税理士法人ひたちなか支店所属
ひたちなか市高場1-15-7　シイナビル201号
ひたちなか市青葉町19-23
ひたちなか市大字高野3317番地4
ひたちなか市市毛943-1　和地ビル3F-B号室
ひたちなか市足崎1458-483
ひたちなか市市毛1253-3　KMビル3F
ひたちなか市青葉町19-3-1
ひたちなか市北神敷台5-9
ひたちなか市平磯遠原町25-3
ひたちなか市笹野町1-9-25　東和アーバンスポットビル2F
ひたちなか市勝田中央14-8　商工会議所会館3階
ひたちなか市東石川2-14-20　東石川ビル3-3
ひたちなか市西大島2-11-6
ひたちなか市笹野町2-13-30
ひたちなか市笹野町1-3-20　小野瀬・木下税理士法人ひたちなか支店所属
ひたちなか市田彦1412-1
ひたちなか市大字稲田359番地4
ひたちなか市西大島3-13-38（腰塚住宅）

029-275-4333
029-270-1221
029-297-2717
029-274-6666
029-273-3511
090-4096-2055
029-352-9001
029-274-1792
029-219-4797
029-273-3511
029-285-0721
029-274-3221
029-270-3180
029-354-8422
029-273-9211
029-275-4333
029-272-3129
029-262-5302
029-263-7511
029-270-2588
029-270-1123
029-270-0331
029-354-0881
029-271-9900
029-273-3511
029-272-2366
029-285-8346
029-219-6360

海 野 泰 明
岡 田 　 勲
木 村 太 一
軍 司 正 義
小 室 良 平
鈴 木 秀 也
横須賀　　　貢
渡 邊 　 勤
綿 引 光 男
綿 引 淳 子

139738
84722
116310
45936
124847
136057
95412
136063
23112
115581

311-0133
311-0117
311-0105
311-0105
311-0105
311-0136
311-0105
311-0105
311-0105
311-0105

那珂市鴻巣340番地3
那珂市豊喰934
那珂市菅谷3000-25
那珂市菅谷4390-1
那珂市菅谷2364-1　TNB第1ビル302号　税理士法人 サカエ那珂事務所所属
那珂市門部2574-6
那珂市菅谷6199
那珂市菅谷1532-4
那珂市菅谷661-8
那珂市菅谷661-8　綿引光男税理士事務所所属

029-298-9931
029-295-0875
029-295-7407
029-298-8511
029-229-1580
029-212-3550
029-295-3830
029-353-0835
029-298-3663
029-298-3663

今 井 正 和
神 代 　 隆
小 泉 英 之

119510
83228
97532

319-1115
319-1116
319-1111

那珂郡東海村船場272-3
那珂郡東海村舟石川駅西4-11-14
那珂郡東海村舟石川828

029-229-2029
029-282-0737
029-219-4323

（準会員）
冨 山 　 彪 100558 319-2142 （自宅住所）

常陸大宮市上岩瀬365 0295-52-3265

税務相談と申告は正規の税理士へ

【関東信越税理士会太田支部会員名簿】
 （市町村別五十音順） 令和２年１月１日現在

◎ 　税理士資格のない者が税理士業務を行うことは、法律により禁止されていますので、 税務相談や申告書の作成を依
頼する場合には、正規に登録されている税理士をご利用ください。
◎ 　最近、 「にせ税理士」による納税者の被害が発生しています。
　 　税務署と税理士会では「にせ税理士」をなくすよう努めていますので、ご協力をお願いします。 

相続税法の改正により基礎控除額の引き下げ等が行われました。
相続税に関するご相談や申告書の作成につきましては、税理士をご利用ください。

　　 　なお、太田税務署管内の税理士会（関東信越税理士会太田支部）所属の税理士は、次のとおりです。
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水戸支社
〒310-0026 茨城県水戸市泉町1-2-4 水戸泉町第一生命ビル 3F

茨城支店
〒310-0805
茨城県水戸市中央2-6-29
TEL.029-224-5505  FAX.029-227-1510
午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）


